
【消費電力】
■ 消費電力とは？
・センサの主回路内部に流れる電流のことを消費電流と呼んでいます。
（センサが消費する電流なので、消費電流と呼んでいます。）

・この消費電流と、センサに印加される電源電圧を掛け合わしたものが、消費電力です。

消費電力（Ｐ）
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消費電流（Ｉ）

・例えば、あるセンサにＤＣ２４Vを印加したところ、消費電流が１０ｍＡであったとします。
この場合、消費電力は、２４（V）

 

×

 

１０（ｍA）

 

＝２４０（ｍＷ）

 

となります。

■ 消費電力（仕様）の事例
・一般的に、仕様で規定されている項目は、消費電流です。

例えば、小型ビームセンサCX-400シリーズでは、消費電流が下表の様に規定されています。

・機種により、消費電力で仕様が規定されています。

例えば、フリー電源・小型ビームセンサNX5シリーズはAC電源で使用できるため、
消費電力で仕様が規定されています。

NX5シリーズ

・直流タイプのセンサにおいても、消費電力で仕様が規定されている機種があります。

例えば、デジタルファイバセンFX500シリーズは、下記のように消費電力で仕様が規定されています。



■ どうして、

 

FX500シリーズは消費電力で仕様を規定しているのか？
・一般的に、センサは印加する電源電圧が高い程、消費電流が多くなります。

・これに対し、デジタルファイバセンサFX-500シリーズは、印加する電源電圧が高い程、消費電流が少なくなります。

FX-501を任意の１台で実測してみたところ、次のようになりました。

・電源電圧：１２Ｖ

 

→

 

消費電流：約８０ｍA
・電源電圧：２４Ｖ

 

→

 

消費電流：約４０ｍA

消費電流は、仕様で※※ｍA以下と規定されるため、
電源電圧範囲内において、消費電流が最大となる
値で規定する必要があり、この場合は“８０ｍA以下”
となります。

・ファイバセンサに限らずセンサ全般に言えること
ですが、実際にセンサを使用する時の電源電圧は、
一般的にＤＣ２４Ｖとなります。

FX-501をＤＣ２４Ｖで使用する場合は、消費電流が

約４０ｍAであるにもかかわらず、消費電流で仕様が
規定されると、ユーザは“消費電流：８０ｍA”で設計
しなければなりません。

このために、

 

FX-500シリーズは“消費電力”で仕様

が規定されています。

・実際にセンサが採用される装置、機械などを設計する際には、まず、使用する電源電圧に応じた消費電流を求め、
負荷によって変わる負荷電流を加えます。
この２つを合算した値の電流を供給できる直流電源を用意します。
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（注）№088：消費電流の用語解説も、併せてご覧ください。
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例えば、50（ｍA）流れる負荷が出力に接続されているFX-501を、40（台）使用するとします。

また、使用する電源電圧は、２４Ｖであるとします。

まず、電源電圧

 

ＤＣ２４Ｖの時の消費電流を求めます。

 

→

 

９６０（ｍＷ）
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２４（Ｖ）

 

＝４０（ｍＡ）
（前述のように、ＤＣ２４Ｖで使用されることが多いため、この値はカタログに掲載されています。）

次に、消費電流と負荷電流を合計し、使用台数分の総合計電流を求めます。

→

 

（４０＋５０）

 

（ｍＡ／台）
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３．６A）

この値を超える電流供給能力も持つ直流電源を用意すればよい、ということになります。
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（キルヒホッフの第一法則）
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